
 

 

再評価結果（平成３１年度事業継続箇所） 
 

                              担 当 課：道路局 環境安全･防災課 
                              担当課長名：野田 勝        

 

事業名 

 

地域高規格道路 西彼杵
に し その ぎ

道路 

一般県道奥
おく

ノ
の

平時津
ひ ら とぎ つ

線（時津
と ぎ つ

工区） 

事業 

区分 

 

地方道 

事業 

主体 

   

長崎県 

起終点 自：長崎県
ながさきけん

西彼杵郡
にしそのぎぐん

時津町
とぎつちょう

日並
ひ な み

郷
ごう

 至：長崎県
ながさきけん

西彼杵郡
にしそのぎぐん

時津町
とぎつちょう

野
の

田郷
だ ご う

 延長  ３．４km 

事業概要 一般県道奥ノ平時津線（時津工区）は、時津町中心部を通過する交通を分散することで、慢性

的な交通混雑を緩和するものである。また、「西彼杵道路」の一部を形成し、地域間の交流促進や産業振興・

観光振興の活性化に寄与するものである。 

Ｈ２６年度事業化 

 

Ｈ２５都市計画決定 

 

Ｈ２７年度用地着手 

 

Ｈ２７年度工事着手 

 
全体事業費 約１３３億円 事業進捗率 約３１％ 供用済延長 ― km

計画交通量    １３，１００台／日 

費用対効果 
分析結果 

Ｂ／Ｃ  総費用  (残事業)/(事業全体) 総便益  (残事業)/(事業全体)  基準年  

(事業全体)   １．２ 
 
(残事業)    ２．０ 
 

    ７３/１１８億円 
事 業 費 ：  72  /  117 億円 
維持管理費：0.79 / 0.79 億円 

   １４７/１４７億円 
走行時間短縮便益： 138 / 138 億円 
走行費用減少便益： 5.1/ 5.1 億円 
交通事故減少便益： 4.0/ 4.0 億円 

平成３０年 

感度分析の結果 残事業（全体事業）について感度分析を実施 
【全体事業】交通量変動 ：B/C=1.23～1.25（交通量 ±10%）【残事業】B/C=2.00～2.03（交通量 ±10%）
      事業費変動 ：B/C=1.14～1.39（事業費 ±10%）     B/C=1.84～2.24（事業費 ±10%）

事業期間変動：B/C=1.19～1.30（事業期間±2年）     B/C=1.97～2.08（事業期間±1年）
 
事業の効果等  

・長崎市と佐世保市とのアクセス性の向上（地域間の連絡時間短縮による産業振興及び緊急医療の支援） 
・都市内ネットワークの形成（時津町中心部の慢性的な交通渋滞の緩和による産業・観光振興等の活性化）
・緊急・災害時への対応（津波浸水区域の回避に伴う緊急医療の支援） 

関係する地方公共団体等の意見  

「時津町」・「西彼杵道路・長崎南北幹線道路建設促進期成会」より整備促進の要望が行なわれている。

事業評価監査委員会の意見  

 長崎県公共事業評価監視委員会において、審議の結果「事業継続」が妥当であると認められた。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

特になし。 

事業の進捗状況、残事業の内容等  

用地取得率約８９％、事業進捗率約３１％ 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

用地取得率は約９割と進捗が図れており、引き続き用地・工事の進捗を図り、早期供用を目指す。 

施設の構造や工法の変更等  

今後も新技術の採用や工法の見直しによる工事コストの縮減等、総コストの縮減に努めていく。 

対応方針 事業継続 

対応方針決定の理由  

事業の必要性、重要性は変化なく、費用対効果の投資効果も確保されているため。 

 



事業概要図  
 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。 
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事業箇所 
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全体計画 L=3,400m  
W=7.0(10.0)m 


